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経済学史
とは

あるイベントに対する解釈
や議論を通して、どのよう
な経済理論が導き出され、
いかにして経済学が発展し
てきたかを研究する。

1815年 穀物法の制定

資本主義の危機。
ケインズが『雇用・利子および貨幣
の一般理論』を発表。全体主義を否
定し資本主義に修正を加えた「修正
資本主義」を提唱。

資本主義の危機。
ケインズが『雇用・利子および貨幣
の一般理論』を発表。全体主義を否
定し資本主義に修正を加えた「修正
資本主義」を提唱。

1929年 世界恐慌

経済史 経済学史

文字通り、経済の歴史。
事件や制度や技術の発達と
いった経済的なイベントが
あり、その結果どのような
作用があり、何が生まれた
のかを研究する。

―経済史との違い―



野原ゼミについて

２０１９年度開講
＝皆さんが４期生となります。

人数：3年生９名、４年生５名の計１４名

曜限：木曜４限 毎回きっちり4限の時間内に
終わります。

内容：経済学の古典の輪読

取得可能単位：サブゼミ、卒論等ないので2年
間で８単位です。

アダム・スミスとデイヴィッ
ド・リカードウ



年間予定

重商主義と自由主義
ヴェネツィアの大運河で行われる貿易
（ガスパーレ・ヴァンヴィテッリ画、1705年頃）

大学対抗経済学部ゼミ発表大会
(経済学クラシックス)

東洋大学、都立大学、近畿大学、群馬県立女子大学を
はじめとする全国の大学の経済学部のゼミ生が一堂に
会し、大学対抗で各々の設定したテーマについてプレ

ゼンテーションを行う大会。

3月

卒業旅行
or懇親会

9月



野原慎司先生について
• アダム＝スミスをご専門に研究されています。東大で経済学史を研究され
ているのは野原先生ただ一人！

• 経済学以外にも人文系のトピックにまで幅広く精通されています。

• 経歴
平成 16年 3月 京都大学経済学部経済学科卒業

平成 18年 3月 京都大学大学院経済学研究科経済システム分析専攻修士課程修了
平成 22年 9月 京都大学大学院経済学研究科経済システム分析専攻博士後期課程
研究指導認定退学
平成 24年 3月 京都大学大学院経済学研究科経済システム分析専攻博士後期課程
修了 京都大学博士（経済学）
平成 26年 4月 東京大学大学院経済学研究科講師
平成 29年 4月–現在 東京大学大学院経済学研究科(経済学部)准教授

▷ アダム・スミス
作者不詳。所蔵していた一家の名にちなんで「ミュアーの肖像」と呼ばれている。ジェーム
ズ・タッシ-の制作した円形浮彫の肖像をもとにしてスミスの死後に描かれたものとされる。



活動内容
古典文献の輪読

アダム・スミスの教鞭をとったグラス
ゴー大学

ひろく経済学の古典テクストを輪読し、その内容
について仲間と語らうことをとおして、経済学史の
歩んできた道のりをたどり、経済学の学問的奥義に
触れる。多様なテクストを様々な視点から批判的に
分析する眼力を養いつつ、資本主義の本質について
理解を深めることを目標とする。



2020年度輪読本１

F. Hayek
『市場・知識・自由』

ハイエクが1945年から1973年ま
での間におこなった講演、雑誌・
事典類への寄稿論文で、かれ自身
の三つの著書（1949年、1967年、
1978年）に収録されたものの翻訳
（訳者解説＝田中真晴）

有名な第一章「真の個人主義と
偽の個人主義」は1945年12月17日、
ダブリンのユニヴァーシティ・カ
レッジでおこなわれた第12回フィ
ンレイ講義の論考。



2020年度輪読本2

D.Ricardo
『経済学および課税の原理』

◀▲原典

アダム・ス
ミスが創始
した古典派
経済学の完
成者リカー
ドウ（1772-

1823）の主
著。文庫版
のテキスト
1819年刊の
第二版。
（全２冊）



ゼミ生に聞いた！野原ゼミの魅力

• 先生のお人柄もあり、非常に穏やかな雰囲気。
• 就活に関しても社会人との座談会の場を提供してくださったり、ゼミの学
習以外の面でのサポートもある。

• きつすぎないので、部活など、ゼミ以外でも時間を割きたいものがある人
にとってもとてもやりやすい環境。

• パッと思いついたような意見や感想でも先生が必ず肯定してくれるので、
萎縮しなくて良いというのはかなり安心できる。

• 2019年度開講の新しいゼミなので、伝統が浅い。その分、自由に活動でき
る可能性が開かれており、自分たちの手でゼミの伝統を作り上げていくこ
とができる。

• ゼミの予習は文献を読むことが中心となるので、我こそは活字中毒という
方にはもってこいのゼミ。

• 経済学の領域を超えて広く社会学、哲学、歴史への興味をも十分に満たす
ことのできる学びを得られる充実感は大きい。



最後に

まだまだできたばかりのゼミで年間イベントやゼミの形式も完全に
は定まっていません。

我々と一緒に、これからの野原ゼミをよりよく、伝統あるものにし
ていけるように作りあげていきませんか？

共に学べる日が来ることを心待ちにしております！！

Twitterやってます！ぜひフォ
ローしてください！
質問箱も開設しています。ゼ
ミのこと、経済学部のこと、
楽単情報 etc…
なんでも質問してくださ
い！！！
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